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論 文 内 容 の 要 旨
有茎胃管, とくに Kirschner一中山式胃管を用いた食道再建術後には, 胃管のアトニ ,ー 分泌および運


























4) ヒスタミンに対する胃分泌反応は, 各群の問に著明な差がみられず, 迷切後にはやや減少したが,
迷走神経縫合による回復は著明ではなかった｡
5) バルーンによる胃運動検査では, 非手術犬, 迷切犬, 再縫合犬の間に自律神経作働薬に対する反応
の仕方には差が認められなかったが, 静止内圧曲線においては迷切群では幽門部の圧上昇が大きく, 胃体
部の圧上昇が小さかったのに対して, 再縫合犬ではこの傾向が軽微になっていた｡
6) オ- プソチップ法による内圧検査では, 全群で幽門部に著名な内圧上昇帯を認め, その程度は迷切
群で著明であったのに反して, 非手術犬, 迷走神経縫合群では軽微であった｡ また, 胃体部の内圧上昇は
この道の傾向を示した｡
7) 胃排出機能では, 迷切犬に比して, 再縫合犬では良好な排出を示したが, 胸腔内食道胃吻合群では
迷走神経縫合追加によっても著明な差を認めることができなかった｡
すなわち, Kirschner一中山式胃管に迷走神経縫合を追加すると, 胃管の遠隔時分泌および運動機能の回
復に役立つことが立証された｡ この方法については, 術後逆流性食道炎あるいは逆行性 リンパ節転移のあ
る際の処理など検討すべき問題もあるが, 従来なおざりにされてきた食道再建用有茎胃管の遠隔時機能障
害への対策として, 臨床的にも応用する価値があると思われる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
有茎胃管, とくに Kirschner-ヰ 山式胃管を用いる食道再建手術後には胃管の分泌および運動機能の低








これらの実験の結果, 迷走神経縫合群では術後 3- 4 カ月にして塩酸の脳相分泌が再現し, 胃運動機能
検査においても機能が改善されていることが確認された｡
よって, 本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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